
行政区名 コミュニティ会長 行政区長 公民館長

高田１区 八重樫　壽雄 八重樫　壽雄

大蔦　二郎高田２区 門田　勝利 門田　勝利

高田３区 中村　滋 中村　滋

藤沢 佐々木　德興 佐々木　德興 吉田　彰宏

西徳田１区 吉田　和行 吉田　和行 千葉　吉美

西徳田２区 阿部　剛隆 阿部　剛隆 宮　一夫

東徳田１区 阿部　光法 佐藤　智博 川村　俊也

東徳田２区 川村　和由 川村　和由 川村　光政

間野々 吉田　英友 吉田　英友 佐々木　久信

土橋 女鹿　春夫 戸塚　正美 佐藤　武

北郡山 小松原　正 小松原　正 金子　友幸

上赤林 前澤　光男 前澤　光男 藤井　喜一

下赤林 髙橋　義武 高橋　義武 小笠原　浩美

南昌 高橋　壽治 髙橋　壽治 橋元　進

広宮沢１区 村松　幸雄 村松　和也 川村　友美

広宮沢２区 谷地　喜悦 谷地　喜悦 木附沢　孝子

流通センター 大矢　幸一 赤澤　佐武朗 佐々木　良彦

城内 山﨑　幸男 山﨑　幸男 山崎　雪夫

煙山 高橋　康志 立花　常喜 佐々木　照夫

南煙山 沼田　祐次 佐々木　隆 後藤　均

矢次 藤井　照夫 藤井　照夫 佐藤　賢雄

下北 畠山　栄二 長沼　光雄 八重樫　修二

新田１区 中村　甲六 中村　甲六 村松　孝夫

新田２区 早坂　公吉 早坂　公吉 鷹觜　司

矢巾１区 高橋　竜一 伊藤　敏志 阿部　レイ子

矢巾２区 佐々木　四士美 佐々木　四士美 佐々木　道也

矢巾３区 鈴木　敏之 鈴木　敏之 佐藤　邦忠

南矢幅１区 佐々木　光憲 佐々木　光憲 懸田　正規

南矢幅２区 遠藤　信義 遠藤　信義 河邊　正博

南矢幅３区 花立　則昭 花立　則昭 飯原　廣美

南矢幅４区 高橋　征知 高橋　征知 佐々木　三夫

南矢幅５区 三橋　嘉津浩 三橋　嘉津浩 矢島　裕

南矢幅６区 中田　保夫 中田　保夫 伊藤　嘉朗

南矢幅７区 小田　道男 小田　道男 上川　庄子

和味 高橋　政勝 山本　修一 高橋　尚

舘前 大坊　孝一 大坊　孝一 星川　範男

桜屋 佐々木　和博 佐々木　和博 村松　明彦

岩清水 細川　清孝 吉田　敏幸 細川　克美

室岡 村松　正夫 室岡　良春 白澤　明男

太田 秋篠　孝一 菅原　勇三 菅原　安一

白沢 高原　弘明 村松　德志郎 佐々木　忠明

コミュニティ会長・行政区長・公民館長

　各コミュニティの住民から選ばれた代

表者であり、その地域の代表者です。

　住みよい地域づくりのため、住民の皆

さんが運営するコミュニティのまとめ役

です。

※コミュニティ（自治会）は、町内に 41

ある行政区を区域とする地域社会を指しま

す。

コミュニティ会長

　地域の暮らしを快適なものにするためには、住

民同士の結びつき「地域社会」を形成することが

重要です。その形成には、コミュニティ会長・行

政区長・公民館長が大切な役割を果たしています。

　ここでは、令和2年度コミュニティ会長・行政

区長・公民館長を紹介します。

　各行政区の住民から推薦を受け、町か

ら業務を委託された方です。

　町の広報誌や連絡文書の配布、町の依

頼に基づく各種募集、地域の意見の取り

まとめなど、地域住民と町を結ぶ役割を

果たしています。

行政区長

　コミュニティ単位で置かれている地域

の公民館（自治公民館）の管理者であり、

各コミュニティ内の話し合いで決定され

ます。

　日頃の施設の管理はもちろん、公民館

を活用したイベントの企画など、地域の

文化活動の推進役としても需要な役割を

担っています。

公民館長

※個人情報保護のため、連絡先は掲載していません。各地域で確認す

るか、役場企画財政課企画コミュニティ係（☎ 611-2721）までお問

い合わせください

各地域のリーダーを紹介！

重要なお知らせ

■町からの配布が月 1回になります

　町は新型コロナウイルス感染症対策の

ため、広報紙など町からの配布について、

当面の間、月１回とします。そのため、

５月から「役場からのお知らせ」を休刊

します。皆さんのご理解とご協力をお願

いします。

■公民館・公園での密集防止にご協力を

　各地域の公民館や公園の利用時は、密

集状況を避けるよう、ご協力をお願いし

ます。
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令和2年度　 水道事業会計予算のあらまし  水道事業会計予算のあらまし 

収益的収支

支出

～水道水をお届けするための予算～

資本的収支

～水道施設をつくるための予算～

収入　8 億 8,307 万円

支出　6 億 1,113 万円

収入　　　1,505 万円

支出　5 億 3,561 万円

　水道水をご家庭や事業所に送るための経

費とその財源です。

　矢巾町の水源である井戸から汲み上げた

水を浄化する経費や、町内の配水管を維持

管理する経費が含まれます。

　水道設備の耐震化に必要な経費、その整

備のために借り入れた資金の返済に関する

経費とその財源です。不足分は、資本拡充

のために企業内部で留保・積立した資金を

取り崩すなどして補てんしています。

収入収入 支出

令和2年度の主要事業

水道事業会計について詳しくは、役場上下水道課経営係（☎ 611-2562）へ。

　東西の給水区域を結ぶ連絡

管を整備します。

①東西連絡管整備事業 ③老朽管更新事業②水道施設設備の更新事業
　古くなった水道管を計画的

に更新し、災害に強い水道施

設を整備します。

　安心・安全な水をお届けす

るため、水道施設の電気設備

を計画的に更新します。

【令和2年度矢巾町水道事業の概要】

●給水戸数（水道により給水を受けている世帯数）. 11,500戸

●年間配水量（1年間に浄水場から送り出す水の総量）. 2,858,315㎥

●1日平均配水量（年間配水量を年間日数で割った水量）. 7,831㎥

（単位：万円）（単位：万円）

水道料金

79,576

長期前受金戻入　4,281

企業債利息

2,596

その他

3,210

管路維持管理費

6,910

事務費等

10,684

施設維持管理費　12,786

減価償却費等

24,927

その他　1,096

他会計負担金　3,354

当年度利益

27,194

水道施設整備費

22,644

営業設備費

15,434

受託工事費

248

補てん財源

52,056

他会計負担金

273

工事負担金

1,232

企業債償還金

15,235
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